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文

埋蔵文化財は、私たちの祖先より永く培われてきた貴重な歴史的財産であります。

私たちはそれらを正しく理解し、文化財保護法の理念に基づき・活用し、そして後世

に伝えていかなければなりません。

しかしながら、埋蔵文化財は近年の増大する大規模な開発等によりさびしい状況に

おかれています。その中で、埋蔵文化財の保護と各種開発事業の調整をはかるために、

遺跡の性格・所在地・範囲を正確に示すことが必要であることは言うまでもありませ

ん。

当教育委員会では、国庫補助金の交付を受けて昭和52年以来遺跡の分布調査を実施

しているところでありますが、現在県内で確認されている遺跡数は9,000余箇所にも上

ります。これらの遺跡の周知徹底を図る必要があるとともに、開発事業との調整の中

で発掘調査を行った記録や遺跡の範囲・内容確認を目的とした試掘調査の記録を明ら

かにすることが必要であると考え、平成元年度より報告書を作成しております。

本報告書は、平成6年度に実施した県内遺跡の発掘調査・試掘調査・分布調査の成

果をまとめたものであります。本報告書の活用により、文化財の保護に資するところ

があれば幸いに存じます。

調査の実施と報告書の作成にあたり、関係各位からご協力・ご指導を賜りましたこ

とに対し心より感謝申し上げます。

平成7年3月

岩手県教育委員会

教育長 橋田 純一



例

1本書は、岩手県教育委員会が平成6年度に実施した県内遺跡発掘調査事業に係る調査結果の概要報告で

ある。なお、本事業は国庫補助金の交付を受けて実施したものである。

2 本事業は、岩手県教育委員会が調査主体となり、県立埋蔵文化財センター及び関係市町村教育委員会の

協力を得て実施した。

3 遺跡位置図は国土地理院発行の1/25,000地図を原図に、原寸大を原則とし、遺構及びトレンチ配置図は、

各事業所より入手した1/1,000地図を原図に、縮尺1/2を原則として掲載した。

4 発掘調査については、概略を記した。

5 試掘調査に係る遺跡の推定範囲については網で示し、試掘溝は実線で示した。

6 遺跡の名称については、分布調査は遺跡コード番号を主とし、すでに遺跡名の付けられているものにつ

いては遺跡名も併記した。発掘調査・試掘調査については遺跡名を主とした。

7 本事業の調査、整理、報告書編集等は、岩手県教育委員会事務局文化課の小田野哲憲主任文化財主査、

熊谷常正文化財主査、佐藤嘉広文化財調査員が担当した。なお、整理については、下記の方々のご協力を

いただいた。

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、千田和博、菅原絹子、今 明子

8 本事業の記録及び出土品は、岩手県教育委員会事務局文化課が保管している。
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11一般国道281号道路改良明通地区(明通II遺跡)

12 一般県道花巻田瀬線凍雪害防止工事(中野D遺跡)

13 主要地方道弥栄金成線緊急整備事業(下館鋼屋遺跡)

14 一般国道343号道路改良事業鳶ケ森地区(板倉遺跡)
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主要地方道盛岡環状線上太田地区

一般国道395号小軽米バイパス事業

遠野第二グム建設事業

担い手育成基盤整備事業赤沢川地区

一般国道281号明通地区道路改良

一般県道志和石鳥谷線田屋地区
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一般国道340号特殊改良事業
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ふるさと農道緊急整備事業和乙茂地区

岩手大学宮古臨海研修施設建設

主要地方道二戸安代線改良事業

中山間地域農村活性化事業陸中なつい地区

農業農村整備事業鳥海地区

中山間地域農村活性化事業新町地区

中山間地域農村活性化事業若柳西部地区

一般国道396号上綾織地区

一般国道343号道路改良事業

市町村整備代行事業津谷川線

中小河川改修事業岩崎川流域



l 発掘調査





1ほ場整備事業[愛宕南部地区]関連調査

力石II遺跡

所在地:江刺市愛宕字力石

事業者:胆江土地改良事業所

調査期日:平成6年9月26日へ12月15日(のべ30日間)

本遺跡は北上川中流域左岸の沖積平野に位置する。北

上川は遺跡付近でゆるやかに蛇行しながら南流し、東方

からは広瀬川・人首川・伊手川が、西方からは胆沢川が

流入する。このため、低位沖積面では埋没した旧河道がト

至る所で認められる。同時に、これらの大小の河川は沖

積面からの比高数十cmほどの微高地を形成するが、この

微高地上では随所に弥生時代一奈良・平安時代の遺跡が

認められる。本遺跡もそうした立地を示す遺跡の一つで、

標高は37m前後をはかる。

昭和53年には遺跡の東側部分を主要地方道の改良工事

に伴って、 (財)岩手県埋蔵文化財センターが発掘調査を

実施している。その際には、平安時代前半

を中心とする竪穴住居跡29棟、土坑類16基、

溝跡11条が検出されている。今回の調査は

ほ場整備事業にかかるもので、遺跡の立地

する微高地部分が新たに削平されることに

先立つ緊急調査である。県教育委員会事務

局文化課では、農地部分について原則とし

て埋蔵文化財に影響を及ぼさない範囲での

工事を要請しているところであるが、やむ

を得ないものについては調査を実施するこ

ととした。

基本層序

I層 暗褐色土層 層厚約30cm。

現在の耕作土である。腐食が進み、軟ら

かい。

II層 褐色上層 層厚約5cm。

漸移的な土層。農地に利用される以前の

旧表土であったと考えられる。調査時点で

は、ほとんど失われていた。

IⅡ層 明黄褐色土層 層厚60cm以上。

微高地を形成する基本的層で本層の上

面で遺構が確認される。粒子が細かく乾燥

第I図 力石II遺跡調査区位置図
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第2図 力石II遺跡調査区位置図
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時には粘性がなくよく締まるが、水分を含むと粘性に富む。礫などは原則として含まない。

今回の調査で検出された遺構は、竪穴住居跡14棟、土坑3基、ほか井戸跡や柱穴跡などである。

1号住居跡(第4、 5図)

調査区の北東で検出された。大部分はすでに破壊されており、カマドも失われていた。焼失住居であるた

め遺構の確認は容易であった。埋土下層で含まれる炭化物の量が増加する。床面は全体に貼り床されていた

と考えられ、粘性に富むシルトが全体に亙って認められた。比較的軟らかい。北側壁面近くに、柱穴跡と考

えられる小さな円形の掘り込みが認められた。

出土遺物は土師器・須恵器である。第5図2、 4は床面直上から出土したもので本住居跡の埋没開始年

代を示すものと考えられる。

以上から判断し、本住居跡は8世紀後半ごろの廃絶と考えられる。

2号住居跡(第4、 5図)

調査区の東側で検出された。南側部分は、近世以降の水路跡と考えれる溝跡によって破壊されている。ま

た、上部が削平されていたためか残存していた壁高が5cm程度であり、遺構としての残りは良くない。カマ

ドは北壁ほぼ中央付近に作られ、燃焼面では良く焼土が形成されていた。煙道は床面上約2cmより延び、煙

出し部分が深く掘り込まれている。焼土脇には柱穴状の遺構が検出された。床面は軟らかい。

埋土中より、土師器聾、埠、蓋などが出土している。抑ま非ロクロの内薫で外面に縦のケズリ調整がな

されている。底部はほぼ平坦に仕上げられる。蓋は直立するつまみを有するもので両面黒色処理されてい

る。他に、あかやき杯が出土している。

以上より、本住居跡の廃絶年代は、 8世紀末頃と考えられる。

第3図 力石I工遺跡遺構配置図
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3号住居跡(第4図)

調査区ほぼ中央で検出された。 7号住居跡と重複し、それより新しい。 I量I層上面でカマドの存在を示す焼

土によって住居跡が確認された。しかし、住居跡の掘り込みの確認は困難で埋土の状況などから判断する

と、図に示したものより全体に規模が縮小し、 1辺が4m程度になるものと考えている。カマドは東向きで

礫を芯にした袖を構成したものと考えられる。燃焼面では、焼土が形成されている。煙道は短く、煙出し部

分に向かって上方に傾斜している。カマド脇には、深さ15cmの方形の土坑が作られている。床面は軟らかい

ものの、白色の粘土層が確認されたことから、貼り床が成されていたと考えられる。また、南壁付近の床面

で本住居跡の周溝と考えられる深さ5cmの溝が検出された。

出土遺物は土師器・須恵器であるが、いずれも小片である○杯の形態などから、 9世紀後半の住居跡と考

えている。

6号住居跡(第4、 7図)

調査区中央やや北側で検出された。 12号住居跡と重複する。カマドを12号住居跡と共有していることから、

12号住居跡の一部に過ぎない可能性もあるが、ここでは調査時の所見から、一応独立した住居跡として報告

する。カマドは北壁ほぼ中央に作られ、シルトを固めて袖を作っている。燃焼面ではわずかに焼土が形成さ

れているが、袖の外側にまで広がり乱れている。煙道は壁面と85度の角度で北側に延び、煙出し部分に向かっ

て深く掘り込まれている。煙出し部分は円礫および土器が集中し、何らかの施設があったことが予想される。

遺物は、カマドから煙道に掛けて集中的に出土する。柱穴跡などは認められなかった。

出土遺物は土師器饗、須恵器杯、あかやき杯、棒状の鉄製品などある。聾は非ロクロ成形のもので口綾

部が強く外反する。士和まいずれも底径の大きなものでロクロへラ切りのものである。

出土遺物と12号住居跡との関係などから、本住居跡は9世紀代前半であると考えられる。

7号住居跡(第6、 7図)

調査区中央やや南西寄りで検出された。長軸5 m程度の隅丸長方形を呈している。住居跡南側が試掘の際

のトレンチで大きく掘り込まれている。 3号住居跡床面下に煙道が延びることから、それより古いものであ

る。カマドは東壁中央に作られる。燃焼面では硬く締まった焼土が2か所形成されることから、カマドのつ

くりかえが予想されるが、調査では十分に把握できなかった。袖もまたシルトを固めて作られたもので埋

土との識別が困難であった。煙道はほぼ東に延び、煙出し部分が最も深く掘り込まれている。煙出し部分は

小礫によって構築されていた。床面は全面粘土質の貼り床がなされ、やや固くしまっていた。柱穴状の掘り

込みは3か所に認められたが、いずれも浅いものである。南東隅に住居跡に付随する中土抗が認められた。

遺物はほとんどがこの土坑中から出土した。

出土遺物は土師器聾、あかやき杯、掴、須恵器杯、長頸壷などである。饗は非ロクロ成形で体部外面がケ

ズリ調整されるもの、拘まロクロ成形で底部は糸切りもしくはへラ切りである。

住居跡の年代は、出土遺物などから9世紀代半ばと考えられる。

9号住居跡(第6、 8図)

調査区西端で検出された、長軸4・5mの不整方形を呈する。 19号住居跡と重複しそれより新しいと考えられ

るが、両者の明確な関係は調査時点では把握できなかった。上部が削平されていたためか、住居の掘り込み

は浅く、残存状況は良くない。カマドは東向きで燃焼面に焼土が形成されているが、袖などその他のカマ

ドを構成する施設は検出されなかった○煙道も同様に浅いが、煙出し部分ではわずかに深くなっている。床

面は粘土で貼り床状を呈している箇所が認められたが、全体に軟らかい。柱穴跡などは確認されなかった。
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l"7・5YR4/6 シルト 煙道部への理工

1・10YR5/3シルト 炭化物徴址
2・10YR7/2粘 土貼り床状、粘性あり
3・10YR5/4 シルト 炭化物、娩上役址
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19号住居跡は、 9号と軸を異にした不整方形である。カマドは9号と共有した可能性もあり、独自のものは

認められなかった。南隅で、中土坑が2基検出されている。

この付近からの出土遺物は、中土坑から出土したものを除き9号住居跡にともなったものと考えられる。

土師器饗、埠、鉄鋤先などが出土している。饗はロクロ成形と非ロクロ成形のものがある。 6は内面黒色処

理した特殊な形態のものである。拘ま内黒でロクロ糸切りである。底部およびその付近が再調整によって、

断面が丸みを持つ。

出土遺物より、 9号住居跡は9世紀後半と考えられ、 19号は僅かにそれに先行するものであろう。

10号住居跡(第6、 8図)

調査区北西部で検出された。長軸4.5mの長方形を呈する。住居跡の掘り込みは現存部分で約10cmである。

カマドは南壁やや東寄りに作られる。明瞭な粘土で天井部が構築されていたと考えられるが、袖、支脚など

の施設は認められなかった。燃焼面からは煙道部分に焼土が延びるが、焼土の形成は十分でない。煙出しか

らは須恵器片が出土し、施設が構築されていたようである。床面は全体に硬いが、明確な貼り床は認められ

なかった。柱穴跡は確認されなかったが、床面で中土抗が2基検出されている。

出土遺物は土師器・須恵器であるが、いずれも小片である。土器のほか、土製勾玉が1点出土している。

住居跡の年代は不明確であるが、 8世紀へ9世紀ごろに想定されるだろう。

11号住居跡(第8、 9、 11図)

調査区南側で検出された。 1辺5.6m前後の方形を呈していたと考えられるが、南側の一部が後世の溝跡に

よって大きく破壊されている。焼失住居であり、炭化材が良好に残存していた。床面までの掘り込みは約30

Cm残存しており、比較的良好である。カマドは北壁ほぼ中央に作られ、両袖は土師器饗を芯としてシルトで

構築している。煙道はカマド付近でわずかに下がるが、ほぼ水平に煙出しへ延びる。煙出し部分は深く掘り

込まれる。断面がやや中膨みとなる。燃焼面では良く焼土が形成されている。床面は硬く、かなりの部分で

貼り床がなされる。中央ややカマド寄りに、燃焼面が帯状に形成され、特に硬い部分となっている。柱穴跡

は3か所確認されている。床面からの深さはいずれも15cm程度である。このほか、中土坑が2基確認された。

遺物は特にカマド付近で多量に出土し、土師器聾、壷、杯、須恵器片、鉄製紡錘車、砥石、ルツボである。

土師器饗及び抑まいわゆる国分寺下層式のものである。拘ま内黒で外面下部に僅かに沈線状の痕跡を有し、

底部付近はケズられる。壷は須恵器短頸壷を摸したもので雑なケズリによって外面が調整される。砥石は

砂岩系の石材を使用し、 4面とも相当使用されている。ルツボは内面に鉱津を付着させている。

出土遺物などから、この住居跡の廃絶年代は8世紀後半と考えられる。

12号住居跡(第10、 11図)

調査区中央やや北東寄りで検出された。長軸9.6mほどの長方形を呈している。 1号井戸跡及び6号住居跡

より古い。 3基のカマドが付属するが、そのうち北壁に取り付くものは6号と共有したと考えられる。東壁

にはやや南寄りに2基のカマドが並ぶが、燃焼部の焼土形成は南カマドに見られ、このカマドが最終段階の

もので北側のカマドは住居跡廃絶時には放棄されていたものと考えられる。煙道は煙出し部分に向かって

深く掘り込まれて、煙出し部分は小礫で構築されている。床面は一部貼り床されていたと考えられ、埋土中

に灰白色の粘土層が水平に広がる部分が観察された。さらに、貼り床下部に壁土が認められたことから、 12

号住居の床面の造り替えが行われたと考えられた。南壁寄りには幾つかの中土抗や焼土、粘土などが認めら

れ、そのうち1基は壁より僅かに外側に張り出すものであった。柱穴跡は、北西隅の深さ70cm、長径120cmの

土坑が該当していると考えられるが、その他の柱穴は確認されなかった。

8
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1.了.5l’購/18 シルト煙道天井部
2.了.5l’R」/8 シルト短道都への壁土、鮎と勅勘It

3.了.5l’R主了/)シルト観上多最、天性都の崩れ?

工了.5l’RL了/)シルト短出し、遺物湿る

1.7.5YR4/8シルト俣化物・薙上プロ/ク観Iと

2,了.5YR3月シルト 炭化物・慨士混I)

3.7.5YR寝シルト壁際の即し?粘性あり

シ
シ
シ

レト 炭化物ブロンクを含む、カマド構築粘土
レト 娩土ブロックを含む、松娩出に稚く
レト 煙道都への理工

」.了.5YRl.7/1シルト 炭化物拉多い、煙出し

a

第6図 力石II遺跡竪穴住居跡(7,9,i9,iO号住居跡)
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10cm」 j∴∴∴十

第7国 力石II遺跡竪穴住居跡出土遺物(Iへ7:6号住居跡, 8十7:7号住居跡)
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第8図 力石II遺跡竪穴住居跡出土遺物(一一一一:9号住居跡・ 12へi7:一I号住居跡・ 18:IO号住居跡)
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第9図 力石II遺跡竪穴住居跡(=号住居跡)

出土遺物は、土師器饗、埠、あかやき埠、掴、須恵器饗、杯、鉄器類などである。

これらの遺物より、本住居跡は9世紀前半頃に属すると考えられる。

15号住居跡(第1l、 12図)

調査区北東隅で検出された。 1辺が3m程度の隅丸方形を呈している。埋土下部で炭化物が比較的多く見

られたことから、焼失住居跡の可能性が高い。カマドは東壁に作られているが、調査区外側ではすでに掘削

され残存していない。小礫が多く見られたことから、カマド袖の芯を礫で構成していた可能性がある。床面

は粘土で貼り床が行われていたが、全体として軟らかい。中央部に、炭化物が弧状に集中する細い溝がある。

柱穴跡は判然としない。

土師器饗、杯、須恵器杯などである。土師器拘こは高台を有して内外面が黒色処理される施柚陶器を模し

たと考えられるものがある。その他の拘こはへラ切りで底径の大きいものと、糸切りのものがある。

出土遺物より、本住居跡は9世紀後半頃のものと考えられる。

16・17・18号住居跡(第12、 13図)

調査区北側で検出されている。 17号と18号は重複し、 18号が新しい。 16号もこれらと重複していると考え

られるものの、調査時は明瞭に識別できなかった。 16号はカマドのみの検出である。上部からは遺物がやや

出土し、さらにカマド部分でも得られている。土師器、須恵器などである。 17, 18号はカマド煙道が良好に

残存していたものの、燃焼部での焼土の形成は弱く、竪穴の掘り込みも判然としないものであった。煙出し

部分は小礫で構成されている。須恵器大変や砥石が出土している。

これらの住居跡もほぼ9世紀代前半であろう。

醒
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圏 該麹

1.10YR4/4 シ ル ト 遺物多脆
2.10YR4/2 シ ル ト カマド燃焼面、炭化物湿る
3.10YR5/3粘∴質 土 貼り床状、かたい
4.10YR4/3 シ ル ト

5.10YR5/3シ ル ト 規上・炭化物湿る、12号飾暑以前の遺構噛り
シルト ねすかに脱上湿る
ル ト 柱穴埋上り

第iO図 力石II遺跡竪穴住居跡(I2号住居跡)
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第i咽
力石II遺跡竪穴住居跡出土遺物(--6川号住居跡・ 7-23: i2号住居跡, 24へ30‥ i5号住居跡)
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一驚∇p禽

瘍顔湯
1.賞褐色シルト 煙道都、娩士・俵混I)

2.典褐色シルト 燃慨都付近、慨上・拙上プロノク湿る

3.明涼褐色シルト 黙視面?

16号

第i2図

17号

力石II遺跡竪穴住居跡(I5へI8号住居跡)

10 上∴∴∴ 」臆 「

第13図 力石II遺跡竪穴住居跡出土遺物(Iへ6: i6号住居跡・ 8へil :18号住居跡)
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図画二
S
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赫1号
1.7.5YR5/8シルト 剛ヒ材・煉上多量
2,7.5YR3/4 シルト 炭化材、上器用昆る

園国書国
劾2号17.Y壌毅3∴
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1
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3
.
寸

覆闘 弥生土器集中

仁多j掴化物欲最 昔薄〉㍑需離架空議了ク多最上・俣化物徴址
上多最、俣化物徴最
上ブロック微量

1.7.5YR3/4 シルト 炭化物プロノク ごく少うlぐ

2.了.5YR3/4 シルト1よりややくらい、上帥器湿る
3.了.5YR3/4 シルト1よりやや暗い

第i4図 力石II遺跡土坑,弥生土器集中域

≒≡ ≡ヲ

ク
マ〇一一一「i 。 l 、」./

0 2.5cm

」 ∴∴∴ j 「

第I5国 力石II遺跡土坑出土遺物(iへ。 :2号土坑)

土坑その他(第14、 15図)

1号上境は浅い土坑である。埋土中に鉱津を含んでいる0 2号土坑は浅皿状の土坑である。埋土中より遺

物が多量に出土する。高台付土師器杯は11のように口緑の大きく開くものが特徴的である。 3号土坑も同様

に浅い土抗である。

11号住居跡北側では、寺下囲式期の弥生土器が出土した○井戸跡からは中世の石臼が出土した。
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2 県営農村活性化住環境整備事業[大桜地区]関連調査

大桜遺跡(第16図一第20図)

所在地:胆沢郡前沢町字大桜

事業者:胆江土地改良事業所

調査期日:平成6年3月1日へ23日(のべ15日間)

本遺跡は、北上川及びその支流である白鳥川によって

形成された沖積平野の微高地上に立地し、標高は25mへ26

mを測る。周囲の水田との比高差は1m内外である。

昨年、上記事業に伴い南側約50̃100mの地点を調査し

ているが、 10世紀̃11世紀と考えられる竪穴住居跡が3

棟検出され、かわらけが埋設されている土坑も1基検出

された。今回の調査は、事業のために削平を受ける遺跡

北端に入れたトレンチに遺構が6ヶ所ほど確認されたた 第i6図 大桜遺跡の位置

隷

め実施したものである。調査の概要を以下に述べる。

1号竪穴住居跡は、東壁中央付近にカマドをもち住居内のほぼ四隅に柱穴と思われるピットが4基、カマ

ド右袖横に貯蔵穴が1基検出されている。 2号竪穴住居跡は、東壁中央付近および南壁のやや東寄りの2ヶ

所にカマドをもつ。南西隅寄りの土坑の壇上に白色粘土が見られたことから、工房跡の可能性が高いと考え

られる。 3 ・ 4号竪穴住居跡は調査区外に延びるため一部しか調査できなかった。 4号住居跡は東壁に2本

の煙道が確認されたが、形状から住居を重複している可能性が高い。竪穴状遺構は不整形を呈し床面西寄り

に土抗をもつものであるが、性格については不明である。焼土遺構は周囲を削平されているため全貌は不明

であるが、西側に壁のような掘り込みがまわることから住居跡の一部の可能性が高いと考えられる。

出土遺物について図示できるものを第20図に示したが、 9世紀代から10世紀代にかけての遺物が中心で

遺構の存在に時期差が見られる。

第I7図 大桜遺跡調査区位置図

書17
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1.にぷい雌褐色申し-部ににふ、貨褐色の娩土ブロック、炭
多量、東側(二極暗赤褐色の規土ブロック大
盤混入、固くしまる

2.極鴫赤禍色煙道の窺土俵少罷混入、固くしまる
(焼土層)

3.蹄 赤∴褐 色焼土層、植色棋士ブロック、土器片少撮、炭
微址混入、固くしまる

信にぷい英褐色土塊土プロソク比較的多く混入、土器片徴撮
固くしまる

5.惟 色椀上層、3周混入、西側に土器群、固くしま
る

6.にぷい賞褐色枕上ブロング大社混入、固くしまる
7.にぷい賞褐色胎色娩土プロソク(大粒)大出混入、固く

しまる

8.暗 赤∴褐 色焼土層、大きな炊片混入、固くしまる
9璃 褐 色機略赤褐色の規土プロノク、上巻片・族、少

址混入、「引帥こカメの口綾部あり、聞くし
まる

9.雌∴褐 色 土混入物なし、固くしまる

上にふい賞褐色根少抗、上総片徴最、開くしまる
2.暗音 赤∴褐 色:晩上、衣上付近に本I英片∴多少や1っらかい
3.にぷい雌褐色嬢・椀上少航、固くしまる
・上にふい雌褐色本破片混入、斜線部分は晴赤褐色焼上開くしまる
5.にふい異相色 全体に木炭片混入、やわらかい
6.賞 褐 色根少桂、塊上役最、聞くしまる

琴霧豪家豪家該
上にふい賞紺色庚・上溝五・船上微flと混入、聞く しまる
2・(こふい費的色根・上勝片少航、裏側土器片付近規上人硝良人、開くしまる
3.にふい賞褐色脱上層、上勝片敬冊、開く しまる
4.(こぷい雌褐色侯徹すlし規上ブロック(樺色)、赤禍色娩上人最混入、開くしまる
5.樺 色 工機上場、プロ′ク状、3周浪人、I即、

雌褐色小相の椀上プロ′ク天†l軍混入、聞くしまる
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2号住居跡

揚蕩顔b
L賞∴ i褐 色俣・土器片徴址混じる
2.にぷい黄褐色灰色秒質上混じる、固くしまる
3.にぷい黄褐色炭少丑混じる、秒質、しまりなし
4.雌∴ i褐 色土器片徴琵混じる、固くしまる

第i8図 大桜遺跡竪穴住居跡I
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第I9図 大桜遺跡竪穴住居跡2
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3 広域農道整備事業[盛岡西部]関連調査

弓打沢遺跡(第21-24図)

所在地:岩手郡玉山村弓打沢

事業者:岩手北部土地改良事業所

調査期日:平成6年7月18日へ22日(のべ5日間)

本遺跡は、北部北上山地に所在する物見山より西に流

れ出る小さな沢沿いに立地する。この沢は玉山の集落か

ら渋民方面へ北流し、北上川に合流する。遺跡付近の標

高約340m。調査区は、過去に行われた農地造成によって

旧地形を止めていないが、南側がまもなく急勾配の山地

となることから、極狭い範囲で東西に細長く営まれた遺

跡の一部であると考えられる。沢を挟んだ北側には、縄

文後期の間洞II遺跡が所在する。

試掘調査を実施した結果、現地表下2 mより焼土跡や

第2i図 弓打沢遺跡の位置

第22図 弓打沢遺跡調査区位置図

縄文土器などが検出された。しかし、地形的な制約からこの部分の路線の変更が困難であることから、事業

者と協議の上緊急発掘調査を実施し記録保存を行うこととした。

調査面積は約60辞。検出された遺構は落し穴状土坑l基、土坑1基、焼土2基ほか遺物包含層である。い

ずれも縄文時代中期後半のものである。遺物包含層や焼土については、遺物の出土状態から竪穴住居跡の可

能性を考慮して精査を進めたが、明瞭な掘り込みなどは認められなかった。縄文土器は大木9式期を中心と

するものである。 14は土坑中から出土している。石器類は不定形なものか剥片で定形的な石器はない。

-
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8m (平面)

4m (断面)

第23図

1.盤 上(妓地造成に伴うもの)
2.暗褐色上場(旧衣上)
3.雌的色火山灰塙(起源不明)
信雄 上(現地性)
5.暗拘色上層(規上靴が混る)
6.暗褐色土樽(嬢化物洩る)
了.黒褐色上層(超元された状態)
8・鴫的色上層(申せI)パミスが混る、遺跡存観時の他山)
9・暗褐色上と雌的色上が渡る(い1っゆる地面、風倒木などによる肥乱あり)

弓打沢遺跡遺構配置図

10cm

」臆 1臆」
第24図 弓打沢遺跡出土遺物

臆
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4 北上川中流築堤事業関連調査

中神四日市遺跡(第25へ28図)

所在地:西磐井郡花泉町日形字中神四日市

事業者:建設省岩手工事事務所

調査期日:平成6年4月14日へ5月18日(のべ5日間)

本遺跡は、北上川中流右岸に形成された自然堤防上に

立地している。標高15m。北上川は狐禅寺峡谷以南所々

川幅を狭めていて、この付近もやや狭くなっている。宮

城県境まで約7k皿の地点である。遺跡の北西約1 kmには、

縄文時代晩期末から弥生時代に掛けて形成された集落跡・

遺物包含層中神ドゥジャ森遺跡が位置している。

県教育委員会文化課では、建設省岩手工事事務所によっ

てこの地域に堤防工事が実施されることから、事前に試
第25図 中神四日市遺跡の位置

掘調査を行った結果、現地表下150cmで焼土及び須恵器を

部分的に検出した。堤防という性格上、事業計画の変更が困難であることから、工事に先立ち記録保存を目

的とした緊急発掘調査を実施した。

精査面積は約140辞。古代の生活面は5層上面と7層上面の2面であるが、遺構が検出されたのは7層上面

である。検出された遺構は、竪穴住居跡状遺構1基、焼土1基、貼り床状遺構1基である。出土遺物は須恵

器土石土師器、砥石、刀子、凝灰岩製紡錘車などで、 9世紀初頭に属すると考えられる。

第26図 中神四日市遺跡調査区位置図

一
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1.表 土(黒褐色秒質士)

2.暗 褐∴色∴砂(上部はやや耕しる)

3朝暗褐色砂(やや粗い砂場)
工暗褐色秒層(やや粒子が細かい)
5.灰褐色シルト周(上部は核化し赤色化する、弗I文化層)

6.暗褐色秒憎(くすんでいる)

_ 7.褐色シルト質秒屑(炭化物含む、弗II文化園)
●

8.暗褐色秒庸(ワンモ粒子を多く含む、やや白っぽい)
7 9.隷褐色シルト属(上回よ秒プロソクが渡る、ややグライ化した泥炭属)

10.暗褐色砂庸
1上黒褐色シルト層(泥炭層、上位の砂層と不整合)

10m (平面)

4m (断面)

第27図 中神四日市遺跡遺構配置図

第28図 中神四日市遺跡出土遺物
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5 一般県道相去飯豊線道路改良事業関連調査

前稗沢遺跡(第29図̃32図)

所在地:北上市相去字前稗沢

事業者:北上土木事務所

調査期日:平成6年3月24日へ4月21日(のべ4日間)

本遺跡は北上川によって形成された河岸段丘の高位面

に立地している。この高位段丘面は開析が進み、かなり

の起伏を有している。この起伏の南向き緩斜面に遺跡が

所在している。遺跡付近は調査以前は山林であり、後世

の地形改変は最小限に止まっていたと考えられる。標高

110m。東北自動車道相去パーキングは西約1kmである。

この相去パーキングに北上南インターチェインジ(仮

ま-●_音二_ ・"_ヽ′ ←÷’情●。.′二㌦l‖ \音’ 秦
ゝご

‾ 
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∵す

∴

∴・∴ら ∵∴ 豆 

)., 中土帯解義務′00:- 
.
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.月 緒言∴“薫桶二)/てr‾‾‾’( ′/辿遡誌。/ぐ 
‾‾。ミニ躍_三三、、、__ 託琵 欝 

三∴∴三三∴ 人、-ミ〇一〆’ 
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用〇十一′I 
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田 

i 

称)が建設されることから、そのアクセス道路の路線上

に本遺跡が所在した。事業の性格上路線変更が困難であ

ることから、記録保存を目的とした緊急発掘調査を実施した。

第29図 前稗沢遺跡の位置

第30図 前稗沢遺跡調査区位置図

精査面積は約200正。検出した遺構は竪穴住居跡2基である。

1号住居跡は、調査区東端で検出されている。 3mX3.2mほどの隅丸で東壁中央にカマドが作られてい

る。住居の掘り込みは30cm内外で壁は部分的に緩やかな傾斜をとっている。カマド燃焼部での焼土の形成

は弱く、厚さ広がりとも小規模である。袖は河原石を芯としてシルトを固めて作られていた。煙道は東に向

かって延び、煙出し部に向かって浅くなっている。なお、この住居跡のカマドは当初南壁に作られていたと

考えられ、その部分は貼り床がなされ、下部では土坑状の掘り込みとなっていた。床面は全体に柔らかく、

しかも壁際に沿ってやや高くなっている。柱穴は認められなかった。住居跡埋土ほぼ中央には十和田a灰白

一
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色火山灰を含む。火山灰層を挟み、多量の炭化物が含まれていた。この炭化物は、床面近くでは顕著でなく、

焼失住居などとは異なるものと考えられた。

出土遺物は土師器饗、士人須恵器壷、杯などである。饗はロクロ成形のものが多く、小型のものは底部に

糸切り痕を残している。土和まロクロ成形で、内面黒色処理されている。立上がりがやや内湾している。ケズ

リやナデ調整が行われる。須恵器には底径が大きく深いもの、底径が大きく浅いもの、底径の小さいものな

どがあり、変異に富む。へラ切りと糸切りがある。

2号住居跡は、調査区北側隅で検出されている。 2/3ほどは調査区から外れている。一辺が2.4mの方形を

呈すると考えられる。掘り込みは35cm前後である。カマドは南東壁に作られているが、この部分は上部が削

平されており、残存状況は良くない。しかし燃焼部の焼土は良く形成され、硬くしまっている。煙道は煙出

し部に向かってやや掘り込みが浅くなる。床面は中央部に貼り床が認められ、この部分はやはり周囲に比し

て硬い。南隅に、柱穴跡と考えられる小さな掘り込みを検出した。 l号同様埋土中央には十和田a火山灰が

含まれている。火山灰層の上下で、炭化物が多量に出土した。

出土遺物は土師器窯と内黒の杯である。

この遺跡では遺構外の西側斜面でも炭化物が多量に出土している。また、住居跡の規模も通常よりやや小

さいこと、須恵器の割合が極めて高いことなど、通常の集落跡とは異なっている。付近の南部工業団地内で

は古代の炭窯が検出されていることなどから、本遺跡も生産に関わる性格を有した可能性が高いだろう。遺

跡の年代は9世紀後半一末と考えられる。

暗
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1.明黄褐色秒
2.暗褐色シルト

3,黒褐色秒質シルト

4.褐色秒質シルト

5.明黄褐色シルト

6.暗褐色シルト
7.褐色シルト
8.暗褐色シルト

上方からの崩落土
旧表土
炭化物湿る、塙食土
3の席食しなかった部分
十和田a火山灰
軟ちかい、炭湿り

炭混I)、粘性あり

軟らかい、地山の崩れ

4m

第3I図 前稗沢遺跡竪穴住居跡
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ヘラ切り墨薯浅薄

10cm

国王雪雪雪雪雪雪雪雪

第32図 前稗沢遺跡竪穴住居跡出土遺物(トIO,13,I4:l号住居跡, 。,12:2号住居跡)
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6 県立大学整備事業関連調査

菓子III. IV遺跡(第32図へ34図)

所在地:岩手郡滝沢村菓子

事業者:総務部県立大学整備室

調査期日:平成6年7月25日へ11月2日(のべ10【」問)

本遺跡は、北上川上流右岸の丘陵上に立地している。

標高255m。県立大学敷地予定地内は、岩手県畜産試験場

用地として利用されている。調査開始時点で、敷地内は

周知の埋蔵文化財包蔵地として登録されていなかったも

のの、周辺地域の遺跡立地状況から遺跡の可能性が高い

と考えられたところから、まず遺跡の有無確認調査を実

施した。その結果、予定地西北部及び東端部で落し穴遺

構が検出されたことから、これらの地域を埋蔵文化財包
第32図 県立大学予定地内の位置

蔵地として登録した。さらに、この箇所については開発

行為が避けられなかったことから、事業の実施に先立ち記録保存を目的とする緊急発掘調査を実施した。そ

の結果、A地点とした菓子IV遺跡及びB地点とした菓子III遺跡でそれぞれ落とし穴遺跡が2基づつ検出され、

精査を行った。これらはすべて縄文時代後期中頃に降下したとしれる生出スコリアの上部から掘り込んでい

ることから、それ以降のものと判断した。遺物は出土していない。なお、 C地点では遺構・遺物とも発見さ

れなかった。

第33図 県立大学予定地内調査区位置図
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菓子【ll遺跡 ∠二十十‾‾

霧○○
と褐色⊥ (粘性あI))

褐色土(秒っぽい)
3.黒褐色砂(賞褐色のスコリア状の粒が渡る)

菓子Ⅳ遺跡

1号

1.黒褐色士

2.黒褐色上に黄褐色土がプロソクではいる 3

3.黄褐色土(ねすかに風化)
4.2よりも質褐色土の比が高い
5.貨褐色土

6.小岩井軽石に黒褐色上が渡る

口
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土
質
に
秒

畿
縄
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暗
暗
暗

1

2

3
.
4

喜
子 素

ノクではいる

1.7.5YR31′1耕作士(やや硬く、粘性はれ、)

2.7.5YR2,′l+10YR3/3草地造勘こよる帰乱上層

3.10YR4/3 秒質士別こ5YR5/8のスコリアがはらは

らくれ、る

4.10YR4/3-3/3砂質土居(スコリア降下前の表土、

やや席食)

5.10YR5/4シルト周5Y5/1の硬いプロ/ク(生地火

山灰) (下層との境界にスコリアが憎を形戯)

6.7.5YR4/I3生出降下以前の表土、やや常食(下部は漸

移的に痛くなる)

7.7.5YR5/′6分レ火山灰敢上蔀

てここフナ◆‾‾

1.黒褐色土

2.黒褐色土に黄褐色上がブロックではいる
3〇時斌褐色士(貨褐色上の偏食)

4.賞褐色土(壁の崩れ)

5.黒褐色土主体(粘性なし)

6.小岩井軽石に憩褐色土が湿る

第34図 県立大学予定地内遺構配置図
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1県営は場整備事業[小友地区]関連調査

椛ノ木II遺跡(J E48-0306)

所在地:二戸郡一戸町小友椛ノ木

事業者:二戸土地改良事業所

調査期日:平成6年9月29日

遺跡は馬淵川に注ぐ小友川右岸の低位段丘に立地して

いる。標高300m。調査の結果、 Tlへ3、 T6へ9で縄

文時代後期の遺物が出土している。 T lでは焼土が見ら

れることから、竪穴住居跡である可能性が高い。T 6̃9

では土器が多量に出土し、遺物包含層であると考えられ。

その他のトレンチでは、遺構・遺物とも確認できなかっ

た。 (平成7年度本調査予定)

第35図 椛ノ木II遺跡の位置

第36図 椛ノ木II遺跡調査区位置図及び出土遺物
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2 がんがい排水事業[一方井地区]関連調査

倍田遺跡(J E96-2138)

所在地:岩手郡岩手町大字黒内地内

始業者:岩手北部土地改良事業所

調査期日:平成6年6月7日

遺跡は一方井川に合流する木谷内沢と倍田ノ沢によっ

て挟まれた段丘上に立地する。標高355m。調査地点は遺

跡の南緑部を中心とするが、西端部はすでに以前に破壊

されている。現在の畑地及び山林と道路の問の斜面では、

住居跡に伴うと考えられる焼土が複数確認された。事業

者と協議した結果、予定施設の埋設位置を変えることで

遺跡の保存を図ることとした。

第37図 信田遺跡の位置
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第38図 倍田遺跡調査区位置図及び出土遺物
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3 広域農道整備事業[盛岡西部地区]関連調査

間洞II遺跡(KE78-0240)

所在地:岩手郡玉山村日戸字間洞地内

事業者:岩手北部土地改良事業所

調査期日:平成6年7月22日

遺跡は物見山に端を発する小さな沢に面して立地する。

標高340m。さらに遺跡の北側に向かって沢地形を呈して

いて、調査の結果西側尾根筋に沿って埋没した旧河道が

確認された。北側の狭い平坦地部分では縄文時代後期の

遺物包含層が厚さ20cm以上形成されていた。南向き緩斜

面部分では地山に焼土が形成されていた。協議の結果、

工事関係施設部分について平成7年度発掘調査を実施す

ることとした。

"
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日
=
日
日
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7
〃
日
航

圏
翳輔

第40図 間洞II遺跡調査区位置図及び出土遺物
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4 ふるさと農道整備事業[目名市地区]関連調査

目名市遺跡(J E54-1137)

所在地:二戸郡安代町目名市地内

事業者:岩手北部土地改良事業所

調査期日:平成6年11月14日

遺跡は目名市沢とそれに注ぐ小規模な沢に挟まれた丘

陵斜面に位置する。標高320m。調査は事業予定地に沿っ

てTlへ4のトレンチを設定した。 Tlでは2層まで撹

乱をうけていたが、その下から縄文時代後期前半の土器

が出土した。 T2は、畑造成の際に削平されていた。 T

3では縄文時代前期と思われる胎土に繊維を含んだ土器

片が出土した。遺構は、 T3で土坑状の落ち込みを確認

している。 (平成7年度本調査予定) 第4I図 目名市遺跡の位置

\

S国

字.・了二二㌧・ミ・一レク

■塞き○○。。。」

第42図 目名市遺跡調査区位置図及び出土遺物
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5 ふるさと農道整備事業[紫波中央地区]関連調査

日詰七久保遺跡(しE66-0393)

所在地:紫波郡紫波町日詰七久保地内

事業者:盛岡南部土地改良事業所

調査期日:平成6年12月22日

遺跡は南側に平坦な水田が広がる段丘の南緑に位置し、

比高的10m。事業予定地に沿って、 Tlへ6のトレンチ
匿はは

を配置し調査した。段丘縁辺部にあたるT2では外側に」..

土塁を持つ堀状の遺構が現状で確認できた。この性格を1’●

明らかにするため、 T3を設置したる ここでは高さ1m

の土塁をめぐらし、その内側に幅5m、深さ2mの堀を

検出した。埋土は人為的に埋め戻され、埋土中から須恵

器片が1点出土した。 T4、 5でも小規模な堀状の遺構

が観察でき、土師器片が出土した。 (平成7年度本調査予

定)。
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囲図回

二言キトへ十二
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第43図 日詰七久保遺跡の位置

十

第44図 日詰七久保遺跡調査区位置図及び出土遺物
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6 畑地帯総合土地改良事業[藤崎地区]関連調査

相ノ沢遺跡(OE29-0315)

所在地:東磐井郡藤沢町黄海字深田和地内

事業者:両磐土地改良事業所

調査期日:平成6年10月20日̃21日

藤沢町指定史跡。遺跡はかなり古い段丘面が開析され

て形成された丘陵状を呈する地形面に立地する。標高55

m。今回の調査地点は、現道の南側の草地を中心に行っ

たものであるが、この部分では草地造成の際にすでに遺

物包含層の大部分が削平され、わずかに混入した剥片1

点が出土するに止まった。しかし、道路に面した法面で

は縄文晩期土器が少量採取された。開田の際にも多量に

土器が出土したことから、遺跡の中心は、現在杉林となっ 第45図 相ノ沢遺跡の位置

ている地域の北側と考えられる。この林部分については、

立木のため試掘調査ができなかった。また、時代不明の溝状遺構が地表面から確認されたが、立地などから

城館等に伴うものではないと判断した。 (平成7年度本調査予定)

二〇二一三三
レ//

三〕・
二二

第46図 相ノ沢遺跡調査区位置図
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7 岩手県県北農業技術センター建設事業関連調査

和当地I遺跡(I F82-2012)

所在地:九戸郡軽米町山内宇和当地

事業者:岩手県農政部農政企画課

調査期日:平成6年12月5日̃6日

今回の調査区は、事業予定地のうち調整池設置部分に

ついて実施したものである。調査区は沢の合流点に延び

る緩やかな丘陵斜面である。 T l̃3は過去の造成です

でに削平され、斜面下に5層以上の土層が攫乱され堆積

していた。頂部付近に土坑が4基確認できた。 T4̃6

では斜面下方で遺物包含層が形成されていた。出土遺物

は縄文時代後期T 7へ12では、遺構・遺物とも確認でき

なかった。 (平成7年度本調査予定) 第47図 和当地I遺跡の位置

㍉3

圏圏
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第48図 和当地I遺跡調査区位置図及び出土遺物
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8 大船渡三陸道路建設事業[大船渡道路]関連調査

久保遺跡(NF29-2052)

所在地:大船渡市立根町久保地内

事業者:建設省東北地方建設局三陸国道工事事務所

調査期日:平成6年11月15日

本遺跡は、小河川によって開析されて形成された南西

向きの緩斜面に立地する。標高60m前後。現状は草地と

なっているが、過去に果樹園として利用されていたとい

う。表土下に遺物包含層が2枚認められ、上層は腐食し

た黒褐色土、下層は崖錐性と考えられる黄褐色土である。

これらの境界面に遺物は最も集中している。 3層中には

焼土も確認された。出土土器は胎土中に繊維を含むもの

で、縄文時代前期に属する。 (平成7年度本調査予定) 第49図 久保遺跡の位置

欝一帖∴韓 日8

雪雪雪雪富岳∃∃∃冨

第50図 久保遺跡調査区位置図及び出土遺物
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9 国道4号金田-バイパス関連調査

荒田III遺跡(I F80-1095)

所在地:二戸市金田一荒田73

事業者:建設省東北地方建設局岩手工事事務所

調査期日:平成6年7月4日一5日

本遺跡は馬淵川左岸の河岸段丘(沖積段丘)面に立地

する。標高87m。今回の調査区東側隣接地は、平成5年

度に本調査が終了している。調査区南側はすでに水田造

成の際に遺物包含層が削平されていた。北側の畑地部分

は中せり浮石層下で縄文時代早期後半の土器・石器が出

土している。県内での数少ない出土例である。遺構は検

出されなかった。

○ミこき、∴
\

へへ、→

へぐゞ\二二\二二や
‾日日

据鶉鯵一勝乱
囚
=
‖
〃
=
H

7.5cm

上 し∴∴∴ i

第52図 荒田I重I遺跡調査区位置図及び出土遺物
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10 大船渡三陸道路山田道路建設事業関連調査

山ノ内II遺跡(MG14-0230)

所在地:下閉伊郡山田町船越山ノ内

事業者:建設省東北地方建設局三陸国道工事事務所

調査期日:平成6年10月13日

本遺跡は、開析された海岸段丘の南側斜面から沢部に

かけて所在する。標高50へ60m。今回の調査は事業予定

地内にTlへ5のトレンチを設定した。 Tlは沢の影響

を受け、角礫・亜角礫が分布し、遺構は確認できなかっ

た。 T2では東側に向い土層の厚さが増す。 3層下部か

ら4層にかけて縄文土器の小破片が出土した。また、 2

層から掘りこんだ炭化物・焼土を壁土に含む遺構が確認

され、その周辺から鉄澤や錆化した鉄塊が出土した。 T

3では、中央部で焼土遺構が確認できた。 T4 ・ 5は分

第53図 山ノ内II遺跡の位置

0 50m

i i 臆「

第54図 山ノ内II遺跡調査区位置図

布調査に基づく遺跡範囲からは外れていたが、伐採材運搬路の断面や地表面から弥生土器片が採集できたた

め調査を行ったものである。 5層まで上層の堆積は薄く、確実な遺構は検出できなかったが、土器片が僅か

であるが出土した。 (平成7年度本調査予定)
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11国道281号道路改良事業[明通地区]関連調査 係箋
明通H遺跡(J F65-0244)

所在地:九戸郡山形村明通地内

事業者:岩手県久慈土木事務所

調査期日:平成6年12月20日

遺跡は北上山地中の小規模な沢によって開析された平

地およびその両側の斜面に立地する。この地域が国道改

良工事にともなって立木が伐採された際に、弥生土器片

が採取されたことによって、遺跡であることが確認され

たものである。試掘調査はこの小平地の東側丘陵頂部に

ついて、おもに遺跡範囲の確認を目的として実施した。

現道に面した斜面はかなり急角度であるが、頂部付近で

は比較的なだらかな部分があり、この部分にトレンチを
第55図 明通II遺跡の位置

設定した。

表土を除去した結果、表土下はまもなく地山となり、大きな崖錐礫が多量に混じっていて、遺構等の構築

は認められなかった。また遺物等も出土せず、これらの部分について、本調査の範囲から除外可能と考える。

なお、平地部および付近の斜面では、腐食上層が未発達で表土直下に弥生時代後期の土器片が散布してい

る。 (平成7年度本調査予定)

≡望凧 ∴∴∴∴∴‡; 一一一一"一〇〇・・〇・-・、・、._ 

第56図 明通II遺跡調査区位置図及び出土遺物
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12 県道花巻田瀬線凍雪害防止工事関連調査

中野D遺跡(ME27-2058)

所在地:花巻市高松8 -71地内

事業者:岩手県花巻土木事務所

調査期日:平成6年11月28日

本遺跡は、猿ヶ石川によって形成された河岸段丘上に

立地する。標高85m。今回の調査は平成6年3月に実施

した試掘調査の結果確認した遺物包含層(l XlOm)に

ついて行ったものである。遺物は、表土下第3層の黒褐

色土中で確認された。これらの多くは土器の細片であり、

全形を知り得るものはないが、弥生時代中期前葉の資料

として重要である。遺構等は特段確認されなかった。

第57図 中野A遺跡の位置

.
の
○

凸

副園固

一博。葦野卑

10cm

i l 臆臆」

第58図 中野A遺跡調査区位置図及び出土遺物
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13 県道花泉金成線緊急地方道路整備事業関連調査

下館銅屋遺跡(OE27-2111)

所在地:西磐井郡花泉町字下館地内

事業者:岩手県一関土木事務所

調査期日:平成6年9月12日→13日

本遺跡は、金流用によって形成された低位段丘上に立

地している。標高35m。遺跡周辺はすでに開田が進み、

当時の地形を止めていない。遺跡部分は畑地として残さ

れているが、部分的に開田されている。 Tl ・ 2ではす

でに遺構等は削平されていた。 3̃5ではかなり破壊さ

れてはいるものの、銅または鉄の鍛治遺構状の落ち込み

が検出された。 6へ10では縄文時代中期ならびに平安時

代の竪穴住居跡と、それらに伴う土器・石器等が検出さ

れた。 (平成7年度本調査予定)

第59図 下館銅屋遺跡の位置
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第60図 下館銅屋遺跡調査区位置図及び出土遺物
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14 国道343号[鳶ヶ森地区]改良工事関連調査

板倉遺跡(NF50-2064)

所在地:東磐井郡大束町猿沢字板倉

事業者:岩手県千厩土木事務所

調査期日:平成6年11月14日

本遺跡は、猿沢月慄岸の小規模な段丘斜面に位置する。

標高120m。調査は、事業予定地に沿い二本のトレンチを

配置して実施した。両トレンチ北東側は削平されていた。

トレンチの西に向かうにつれ、遺物包含層が形成されて

いる。とくにT2では三ヶ所で焼土が検出できた。竪穴

住居の炉の可能性が高い。この周辺から、縄文時代後期

中葉の土器がまとまって出土している。段丘先端部には

若干最近の撹乱が見受けられた。 (平成7年度本調査予定) 第6i図 板倉遺跡の位置

i∴∴∴ 上 臆臆臆」
第62図 板倉遺跡調査区位置図及び出土遺物
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15 その他の試掘調査

No. 専 業 名 二事 業 者 遇 跡 名 所 在 地 調査畑「) 備 考 

1 一関速水地事業管理用道路 岩 手 工 串 串∴務 所 新 山 権 現 祉 平 泉 町 」/工う 

2 II /l 堀 切 /l 3/2こう 

3 国道」号金田一バイパス l) 土 田 面 II 二 戸 市 8/25・26 

4 国道」号平泉歩道設置 ll 膏 ∴、∴ l 辛 泉 町 1/lと) 禎重工串 

○ 大船渡三陸道路建設 三陸国道工事事務所 丸 森 I 大 船∴渡 吊 5/10・11 

6 ll II 沢 月i 
当 5/10・11 

l 
ll II 桑 頗 当 9/20ほか 

8 広域基幹林道宇野線 宮古地方振興局林務部 宇 野 【I 宮 古 串 10/l」 慎一同工事 

9 がんがい排水事業一方非地区 北部土地改良事業所 黒 内 1Ⅹ 岩 手 町 了/1 

10 ふるさと農道整備部業目名市 /l 上 の 山 I 安 代 町 了/19 禎重工串 

ll /) /l 上 の 向 II 
/l 当 ll 

工: ll /) 上 の 山 Iヽ’ 
I) II /l 

13 広域農道整備事業盛岡西部 )) KE 了 8臆210 9 二に 山 村 10/11 

1」 lI /I 暮(E 了 8臆213 了 /I 10/12 偵重工事 

15 II /I KE 了 8臆121了 /) 1l/′1了 
II 

16 農免農道整備事業蔦長根 当 JE3 6臆0 こう 0 0 浄 法 寺 町 11/10 /I 

古 土地改良総合整備太巻地区 南部土地改良事業所 大 巻 門 間 紫 波 町 11/」 

18 ふるさと農道整備紫波中央 /l 平∴∴∴坊 I‖ lI 12/14 偵重工華 

19 担い手育成基盤整備湯本第二 花巻土地改良事業所 八重EO 5臆12」3 花 巻 市 6/13 

20 低コスト化水田農業新堀地区 /I 久 保 I‖ 石 鳥 谷 町 12/9 頂重工事 

21 土地改良総合整備大田地区 /I 泉 塵∴∴∴敷 花 巻 市 2/15 II 

22 低コスト化水田獲楽所堀地区 lI 久 保 H 石 鳥 谷 町 之/13 設計変更 

23 県営は場整備車薬玉の木地区 胆江土地改良事業所 NE15-0 3 2 5 水 沢 苗 10/6ほか 

24 ふるさと農道整備鳥居長根 遠野地方振興局農政部 〉l(重Fう 6臆2 0 3 6 遠 野 市 12/12・13 設計変更 

25 県溜ま場整鱗事業綾織地区 /I N重F」3- 2 2 3 6 II 10/19ほか 偵重工担 

26 県勤ま場整備車栗駒木地区 /l Ⅳl重F2 5 2 2 41 /I 10/19 II 

2了 /I ll 松 崎 矢 崎 II // lI 

28 II /I 上 駒 木 Il 12/9 lI 

29 /l // 駒 木 /I 12/9ほか /l 

30 )I /I 八(重F3 5臆13 0 0 II 10/18 

31 段免農道整備車葉上野地区 二戸土地改良事業所 北 館 G 
一

戸「∴∴肘丁 5/26・27 

32 中山間地域活性化鳥越地区 /l 富 古 沢 ll 了/12・13 

33 畜産経営環境整備軽米・九戸 二戸地方振興局農政部 江 刺 家 【lT 九 戸 村 3/16 婁再調査 

34 綾里川ダム建設事業 岩 手 県 土 木 部 NG5 0臆0 こう 2 5 三 陸 町 7/6 

35 県道志和7‾嶋谷線問屋工区 盛 岡 土 木 郵二 務 所 中 島 紫 波 町 10/5 

36 /) II 小 林 ll ll/22 婁再調査 

37 主要地方道上米内湯沢線月旧 l) 田 の 沢 盛 岡 市 12/22ほか 

38 lI 
/) しE2 8臆10 21 I) /I 

39 県道花巻間瀬線凍雪害防止 花 巻 土 木 事 務 所 中 野 D 花 巻 市 1/18 

40 国道107号藤根地区道路改良 北 上 土 木 事 務 所 ⅣIE5」臆2 0」8 北 上 市 5/23・2」 

41 県道相去飯豊線相去地区改良 l) 和 田 尻 /I l/18 慎重工事 

42 // 
/I /I /I 3/9・10 

43 国道397号交通安全施設 水 沢 土 木 事 務 所 土 橋 胆 沢 【町 10/11 傾重工事 

44 国道396号交通安全施設 遠 野 土 木 部∴務 所 田 中 違 野 市 12/12・13 

」5 国道395号小軽米バイパス 二 戸 土 木 事 務 所 古 館 跡 軽 米 町 12/5 

46 lI 
II 小 軽 米 城 II /) 傾重工事 

47 l/ 当 IF9」臆0 3 2 0 // II /l 

48 主要地方道商家名月i線道路改良 I) 同 商 家 平 I 
I) 12/6 

49 北上川上上流流域下水道石鳥谷 北ヒ川上流下水道事務所 本 館 I萱 花 巻 市 12/9 

50 盛岡西リサーチパーク 岩手県商工労働部 しEO」∴2151 滝 沢 村 12/1・2 頂i事工事 

51 胆沢病院移転事業 岩 手 県 医 療 局 能 ケ 馬 場 水 沢 市 11/15 

52 二戸警察署職員宿舎建設 岩 手 県∴誓一 察 本 部 八 幡∴∴∴平 二 戸 帝 こう/l・2 ‾立会調査 

53 媒立岩谷堂高校施設整備 県教育委員会財務課 館 下 江 刺 市 9/l」 †時事工事 

54 県立襲謹学校高等部建設 /) しE2 6臆015 6 盛 岡 市 2/10ほか ll 





圃 分布調査





第1表 一般県道宮古岩泉線道路築造事業関連遺跡一覧

事業者:宮古土木事務所 調査期日:平成6年4月11日へ12日

No. 遺跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l しG23-2215 赤畑 集落跡 縄文・近世 宮古市山口第Il地赤畑 

2 -1295 散布地 鉄津など /) /) /) /I 赤畑を分割 

第2表 主要地方道盛岡環状線、上太田地区道路改良工事関連遺跡一覧

事業者:盛岡土木事務所 調査期日:平成6年5月6日

No. 遺跡コード番号 遺跡名 種別 過 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l しE15-1160 
上太田蝦夷森古 墳群 

古 墳 土師器ほか 古代 盛岡市上太田字森合 

第3表 主要地方道軽米名川線道路改良事業関連遺跡一覧

事業者:二戸土木事務所 調査期日:平成6年5月10日̃11日

No. 遺跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 暮 F62葛2013 下野場H 散布地 縄文土器 縄文 軽米町大字晴山字下野場 

2 -2078 笹目Iヽ′ // II II II // 字笹目 

3 -2089 対数山I /I lI II /) ll 字苅敷山 

4 -2170 ’IIIII II /) II // /) /I 

○ -2191 !I∴\: // // // II /) /I 

6 -2184 /IIヽ′ /I II ll )) /) /I 

7 IF72葛0230 向高泰平I II )) II /I大字高家字平中 

8 -0263 II平中HI /I 縄文土器・土師器 縄文・平安 /I I) /) 

第4表 一般国道395号小軽米バイパス道路改良事業遺跡一覧

事業者:二戸土木事務所 調査期日:平成6年5月10日一11日

No. 避跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 IF84-2299 古館跡 散布地 縄文土器ほか 縄文 軽米町大字中経米子釜谷原 

2 JF94-0226 小軽米城 域館跡 /) /I I) 字釜谷平 

3 IF94葛0320 /I 中世 ll l) 新規 

第5表 綾里川グム建設事業関連遺跡一覧

事業者:岩手県土木部 調査期日:平成6年5月10日̃12日

No 遺跡コード番号 遺跡名 種別 逝 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 NG50-0325 散布地 縄文土器 縄文 三陸町綾里字清水 新規 

第6表 遠野第二グム建設事業関連遺跡一覧

事業者:岩手県土木部 調査期日:平成6年5月12日̃13日

No. 遺跡コード番号 遺跡名 種別 逝 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l MF55葛0082 九重沢 散布地 縄文土器 縄文 遠野市遠野町子九重沢 
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第7表 主要地方道上米内湯沢線、手代森工区関連遺跡一覧

事業者:盛岡土木事務所 調査期日:平成6年5月20日

No、 遺跡コード番一号 追跡名 種別 遺 構・造 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 しE28臆1021 出の沢 散布地 縄文土器 縄文 
福 

均巾手代森字金堀沢 二間の沢 
新規 

第8表 担い手育成基盤整備事業赤沢川地区関連遺跡一覧

事業者:岩手県農政部 調査期日:平成6年5月一6月

No 遺跡コード番号 遺跡名 種別 道 柵・遣 物 時 仕 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 ト′l量F55-1357 敵布地 土師器 辛安 遠野丁印章笹町 新規 

2 -2357 大出 当 石皿・土帥器 縄文・半安 /I /) 上背笹 

3 ト4F56「2081 /I 土師器 奈良・半安 lI /I関口 新規 

4 MIF66-0024 赤川 /I 縄文土器、石斧 縄文 II 上郷町枚沢字清水川i 

D 1生F56臆2180 当 縄文土器 /I // /I 板沢 新規 

6 MF66-0167 // 縄文土器・士帥器 縄文・二幸安 II II 伊原 /) 

7 葛0288 /l 縄文土器 縄文 /I II 赤沢 /I 

8 一工う02 /) 土師器 年女 /I /l 川原 lI 

9 ー工う23 /) /I l) /I // /I Il 

10 臆1394 /) 縄文土器 縄文 /I /) 甲子 // 

11 〉/重F67-1040 // 弥生土器 弥生 lI /) /I // 

12 「0090 lI 縄文土器 縄文 /I II II lI 

仁王 「1002 II /I II /) /I /I II 

第9表 担い手育成基盤整備事業長岡地区関連遺跡一覧

事業者:岩手県農政部 調査期日:平成6年5月へ6月

No 遺跡コード番号 遺跡名 種別 述 楯・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l しE57-1360 西長岡長谷旧 集落跡 土師器・須悪器 奈良・辛安 
紫波町西長岡字長谷田、 白山 

範囲拡大 

2 喜0こう29 散布地 土師器 // 紫波町西長岡 新規 

3 」1311 /I /l /) /I // I) 

4 -1269 /I /) /l II 犬吠森 /I 

⊃ 葛2272 /I 土師器・須恵器 /) /) /I 後旧 /I 

6 臆2295 /) 縄文土器・土師器 縄文・平安 )) lI 中屋敷 II 
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第10表 一般国道281号明通地区改良事業関連遺跡一覧

事業者:久慈土木事務所 調査期日:平成6年6月23日

No. 適跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遣 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 JF45臆0243 明通H 敵布地 弥生土器 弥生 九戸郡山形村明通地内 新規 

第11表 担い手育成基盤整備事業宮野目地区関連遺跡一覧

事業者:岩手県農政部 調査期日:平成6年6月へ7月

No. 運跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 ME16「0267 散布地 須恵器 平安 花巻市宮野日馬地内 新規 

2 -0386 /I 縄文土器・土師器 縄文・辛安 lI /I 出力地内 // 

3 -1361 柏葉城跡擬定地 II 近世 /) lI /) ll 標柱あり 

4 ー1354 ll 土師器 平安 /) // 馬立地内 /) 

5 ー1393 // /I /I )) // /l /) 

6 -1387 // 縄文土器・土師器 縄文・平安 /) /I 才後地i)寸 /) 

7 ME17-1075 I) /I /) /) /) )I /I庫理地内 II 

第12表 一般県道志和石鳥谷線、田屋地区道路改良事業関連遺跡一覧

事業者:盛岡土木事務所 調査期日:平成6年7月28日

No. 遺跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l しE66-2043 内川 散布地 須恵器 平安 紫波町土舘字関沢 

2 葛2087 小林 /) 土師器 II II // /) 

3 しE76-0048 中島 /I 土師器・須恵器 lI IIIl字沖田 

第13表 障害防止対策事業一本木地区関連遺跡一覧

事業者:盛岡地方振興局農政部 調査期日:平成6年7月28日

No. 遺跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 KE66-007l 一本木I 散布地 縄文土器 縄文 滝沢村滝沢一本木・留ケ森 

2 -0081 一本木館 城館跡 土師器 古代 /)/I字砂込 

第14表 ふるさと農道緊急整備事業和乙茂地区関連遺跡一覧

事業者:宮古地方振興局農政部 調査期日:平成6年7月13日

No. 追跡コード番号 追跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l KG52-10雄 上乙茂H 散布地 縄文土器 縄文 下閉伊郡岩泉町和乙茂地内 遺跡純囲拡大 

第15表 担い手育成基盤整備事業大巻地区関連遺跡一覧

事業者:岩手県農政部 調査期日:平成6年7月14日

No 遺跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l しE77-1234 大巻長沢尻 
散布地 域館跡 

縄文土器・土師器 縄文・平安 紫波町大巻字白旗 赤川館跡を統合 

2 -1205 散布地 縄文土器 縄文 /III学長沢尻 新規 
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第16表 岩手大学宮古臨海研修施設(仮称)関連遺跡一覧

事業者:岩手大学 調査期日:平成6年8月16日

No 適跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 しG54-0142 小堀内III 散布地 縄文土器 縄文 宮古市赤前第1」地割小堀内 

第17表 簗川グム建設事業関連遺跡一覧

事業者:岩手県土木部 調査期日:平成6年4月へ8月

No. 遺跡コード番号 遺跡名 種別 遇 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 しE28-0232 戸仲 散布地 縄文土器 縄文 盛岡市川目宇戸仲 

2 -0263 小屋野 II /l /I /) lI子中尾野 

3 -0376 宇曽沢 II /I I) II/l字宇曽沢 

4 -0398 /l 土器 )) /I/)字大升沢 新規 一部破壊 

○ 喜1309 // II II /I /) /I II 

6 しE29-2025 I) 縄文土器 /) /)II字級沢 /) 

7 LE19-2168 大倉峠一里塚 一里塚 塚l塞 近世 /) 簗川手23「2 市指定史跡 

8 しE29-032l 営利田一里塚 // II lI /) /)6-40 II 

9 葛0325 散布地 /I/I字水沢 新規 

10 ー1222 沢口II /I 縄文土器 縄文 //II字沢口 未確認 

11 -2215 下片貝 /I I/ /) /I根田茂字片貝 

12 -2239 ブスノ沢 // II II II 未確認 

13 しE39-0219 /) 縄文土器 縄文 // II字細野 新規 

14 -0268 /I II /I /l /) II /) 

15 -0352 /I // lI II II II /) 

16 -1324 /) /I /) /) /I字高屋敷 〃 

17 喜2337 )) Il lI II //字簗場 /I 

18 しE28-1304 /) /) /I /I 川目 II 

19 しE29-2012 II I) /) /)))字級沢 /) 

20 」1094 I/ // /I II /) /) /) 

21 -2015 /) /I /) /) /I II 〃 

22 ー1033 /I ll /) /) 〃 字大升沢 /I 

第18表 主要地方道二戸安代線遺跡一覧

事業者:二戸土木事務所 調査期日:平成6年8月25日へ26日

No 遺跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l JE19-0123 悪戸平I 集落跡 縄文土器 縄文 一戸町鳥越字悪戸 
章 

2 」O130 合川 散布地 縄文土器ほか /) 二戸市似鳥合川 

3 JE18-0396 /l l) II II /)浅石 新規 

4 -0393 /I l) II ))II似鳥 /) 
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○ 葛0343 似烏館 城館跡 中世 /I II Il 純囲移動 

6 -0331 似鳥 散布地 縄文土器 縄文 /l /I /I 

7 ー1320 /I 縄文土器ほか ll /) /) /I 新規 

8 -1216 /) ll /l /I /I /) /I 

9 -0291 城館跡 中世 /I I)大向 /l 

10 -O199 大向上平 集落跡 縄文土器ほか 縄文 /) /I加沢 範囲拡大 

11 -1149 大向II /) /l /l /I /)大向 範囲移動 

12 -1133 散布地 // /I /) /)大簗平 新規 

13 ー1026 /) 縄文土器 Il /) 福田外川 // 

14 -1224 /) 縄文土器ほか // /)似鳥大向 /l 

第19表 二戸警察署「警察官待機宿舎」建設予定地関連遺跡一覧

事業者:岩手県警察本部 調査期日:平成6年8月25日へ26日

No. 逝跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 JFOO-0053 九戸城跡 城館跡 中・近世 二戸市福岡 国指定史跡 

2 -0053 在府小路 集落跡 Il IIIl在府小路 

3 JEO9葛1318 八幡平 散布地 縄文土器・土師器 縄文・平安 )III八幡平 新規 

4 -0396 八幡下 II 縄文土器 縄文 /)I)八幡下 

第20表 中山間地域農村活性化総合整備事業陸中なつい地区関連遺跡一覧

事業者:岩手県農政部 調査期日:平成6年8月29日へ31日

No. 遇跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l JF18-0137 大声I 集落跡 縄文土器・石器 縄文 久慈市夏井町大声 節囲拡大 

2 -0165 /III 
集落跡 石碑 

II 石碑 縄文・近世 /) Il /) 

3 -0166 IIHI 集落跡 縄文土器 縄文 /) )I ll 

4 -0187 /IIヽγ /) /) II II /) /I 純関拡大 

5 -0215 富原II II 土器・石器・石棒 II II /) 2l臆58 

6 葛0221 /)I )I 土器 /) /) // 21-70 

7 -1027 川代 /) 縄文土器 /l /I )) 川代 

8 -1363 切屋田 l) lI リ lI II切尾田I十27 

9 JF19-1022 国坂 II II /) /I // 国坂 

10 JF18-1104 散布地 /) /l // )) 川代 新規 

11 -029l l/ l) II /l /I 門ノ沢 II 

12 ー1204 II II /) /I /l II /I 

13 ー1337 /) /I /l /I /I 蟹屋敷 Il 

14 JF19-1024 /I Il 
/) II // 国坂 lI 

ー
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第21表 一般農道整備事業松ヶ沢地区関連遺跡一覧

事業者:岩手県農政部 調査期日:平成6年8月29日へ31日

No. 遇跡コード番号 遺跡名 種別 道 楯・造 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l IF8了臆2100 
生薙 遺跡 

鉄薄 近世 大野村大野字萩の渡 新規 

第22表 農業農村整備事業鳥海地区関連遺跡一覧

事業者:胆江土地改良事業所 調査期日:平成6年9月

No 追跡コード番号 遺跡名 穂別 道 購・遣 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 NEO6」0045 鳥海棚跡 城棚跡 土師器・須恵器 半安 金ヶ崎町西根原添下 

第23表 一般国道4号渋民バイパス事業関連遺跡一覧

事業者:建設省東北地方建設局岩手工事事務所 調査期日:平成6年9月1日へ16日

No. 道跡コード番号 遣跡名 種別 遺 構・遣 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l KE67-0029 岩手郡玉山村渋民 可能性有り 

2 -012l 散布地 鮒文土器 縄文 I) /I l) 

こう -0122 /) // /) /) /) /) 

」 量〈E57-2174 II 縄文土器・土師器 縄文・平安 /) // II 範囲拡大 

こ) 臆2145 /l // /) 縄文 II /) /) /) 

6 臆2114 II /) /I 可能性有り 

7 -1196 /I II /I /I 

8 -1184 /I II // // 

9 葛1164 敬布地 土師器 辛安 /) /I /) 新規 

10 臆1125 // /) /) 可能性有り 

11 -110了 八幡館 城館跡 縄文土器・陶磁器 縄文・中世 II /) 芋田 

12 葛01と)了 敵布地 縄文土器 縄文 I/ /I II 

第24表 中山間地域農村活性化総合整備事業・新町地区関連遺跡一覧

事業者:岩手北部土地改良事業所 調査期日:平成6年9月8日̃9日

No、 適跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遣 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l JE54-2:狙2 五日南館 城館跡 中世 安代町字五日市 

2 臆1286 散布地 鮒文土器(後期) 縄文 /I字谷抱囲 

3 -2239 有矢野館 城館跡 空堀、縄文土器、土師器 縄文一中世 /) 宇土の山 

」 臆2266 有矢野 集落跡 縄文土器、土師器 縄文一古代 /) /) 遺物密集 

こ) JE64-0213 士の山X 散布地 縄文土器 縄文 /I II 

6 JE54」2290 /IlⅢ /) 縄文土器・土師器 縄文、古代 /I // 

7 JE6」-0129 上の同館 
城館・ 集落跡 

縄文土器 縄文、中世 )) /) 

8 」0234 保戸坂 集落跡 縄文土器、土師器 縄文、古代 /I字保戸坂 
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第25表 かんがい排水事業一方井地区関連遺跡一覧

事業者:岩手北部土地改良事業所 調査期日:平成6年9月8日へ9日

No. 遺跡コード番号 遺跡名 種別 遺 楯・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 量〈EO6-2392 敵布地 土師器 奈良・半安 岩手町一方井水無 新規 

2 KE16臆用う22 飼離II 集落跡 // 辛安 lI // /) 

3 臆0362 /)I /I 土師器・須恵器 // /) /I // 

4 臆1こう02 散布地 縄文土器・土師器 縄文・平安 /l /I 今松 新規 

第26表 中山間地域活性化事業若柳西部地区関連遺跡一覧

事業者:胆江土地改良事業所 調査期日:平成6年9月14日

No 造跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遣 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l NE23丁0090 麗合館跡 敵布地 中世 胆沢町若柳字鹿合 

2 ー1003 上腕合遺跡 集落跡 縄文 // // /) 

こう 臆0095 南中沢遺跡 /) 縄文土器 /I /I ))’古曲中沢 

第27表 主要地方道大船渡広田陸前高田線改良事業関連遺跡一覧

事業者:大船渡土木事務所 調査期日:平成6年9月19日̃20日

No. 違跡コード番号 遇跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 NF78」1048 矢の浦II萱 散布地 縄文土器・骨貝類 縄文 
陸前高田市小友町字矢の 浦 

純囲拡大 

第28表 交通安全施設整備工事一般国道396号関連遺跡一覧

事業者:遠野土木事務所 調査期日:平成6年10月12日

No. 述跡コード番号 追跡名 種別 遺 構・遣 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 八/IF43-2127 田中 散布地 縄文土器・石器 縄文 
遠野市綾織町上綾織宇田 中 

純囲拡大 

第29表 凍雪害対策工事一般県道土渕達曽部線関連遺跡一覧

事業者:遠野土木事務所 調査期日:平成6年10月12日

No 遺跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 ト/IF14臆2100 沢ノ日 散布地 縄文土器・石器 縄文 遠野市附馬牛町衆禅寺沢ノ「1 

2 臆2113 /I 量I II 縄文土器 // /I II Il )) 新規 

第30表 一般国道343号道路改良事業鳶ヶ森地区関連遺跡一覧

事業者:千厩土木事務所 調査期日:平成6年11月1日

No. 遺跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l NE59-2120 城館跡 中世 東山町横沢 新規 可能性あり 

2 NF50-2064 散布地 縄文土器・土師器 縄文・平安 大東町猿沢 /I 
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第31表 ふるさと農道緊急整備事業鳥居長根地区関連遺跡一覧

事業者:遠野地方振興局農政部 調査期日:平成6年11月10日

No 遺跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

l MF56-2036 敵布地 縄文土器・石器 縄文 遠野市青笹町鳥居長根 新規 

2 -2165 /I 縄文土器 /) ll I) Il I) 

3 MF66-0206 瀬内 集落跡 縄文土器・石斧 ll )) /) )) 

第32表 市町村道整備代行事業(一級町道津谷川線)関連遺跡一覧

事業者:千厩土木事務所 調査期日:平成7年1月19日へ20日

No 遺跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 OF22-2047 藤沢町保呂羽子平前 可能性あり 

2 -2019 上野平 散布地 縄文土器 縄文 /) /l字上野平 

3 -118l 要害館B 城館跡 空堀(?)・平場・基地 中近世 // Il /) 屋敷跡? 

4 ー1079 /I II 字登戸沢 可能性あり 

5 -1122 苅萱 散布地 縄文土器・石器・土偶 縄文 l) I) 字苅萱 再調査予定 

第33表 一般国道340号特殊改良(第一種)関連遺跡一覧

事業者:宮古土木事務所 調査期日:平成7年3月9日へ10日

No 追跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遺 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 KF68-2318 大沢口II 散布地 縄文土器 縄文 岩泉町浅内字上糸坪 範囲拡大 

2 -2304 下川代 II /l /I II/)字下川代 /) 

第34表 中小河川改修事業(岩崎川流域)関連遺跡一覧

事業者:岩手県土木部 調査期日:平成7年3月 日

No 追跡コード番号 遺跡名 種別 遺 構・遣 物 時 代 所 在 地 
新発見 の有無 

備 考 

1 しE47-1084 散布地 土師器 古代 矢巾町大字谷地 新規 

2 しE57-1039 稲村II I) lI // 

3 ー1141 島 /I /I /I 矢巾町大字間野野 

4 「1153 高水寺 集落跡 土師器、須恵器 /I Il大字高水寺9-45 

⊃ -210l 稲村I 散布地 II II /I 紫波町高水寺穴上り 

6 ー1088 // 土師器 // 矢巾町八幡 新規 

7 ー1064 // /I /I // 前郷 II 

8 -1050 /I /I II /) 鍋屋敷 II 

9 しE56-1357 古館橋 /I // /) 紫波町古館 
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IV 写真図版





易一宮夏場

藷董国豊国
力石II遺跡l号住居跡

力石Iエ遺跡6号住居跡煙道部

力石II遺跡2号住居跡

力石II遺跡7号住居跡カマド脇士坑半殻

轄責憲

二馨重量喜
三寒憩

p「.、÷‾こ

力石I重遺跡9号住居跡 力石II遺跡19号住居跡カマド脇士坑半敲

写真図版i 力石II遺跡(I)
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∴∴∴ ∴
力布H遺跡11号住居跡炭化材状況

力右H遺跡10号住居跡

力石II遺跡15号住居跡

力石II遺跡11号住居跡

力石H遺跡12号住居跡煙道部

力石H遺跡18号住居跡

写真図版2 力石II遺跡(2)
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‾’二撞き三章、良

前稗沢遺跡l号住居跡

∴二‾寧轟

菓子Ⅳ遺跡基本層序(左),調査状況(右)

菓子IⅡ遺跡調査状況

葦輔車討手
丁やネア ジ‡干葉叢菱

言覇
蓋う料三 笠・、∴淑

前稗沢遺跡2号住居跡

写真図版3 その他の遺跡
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巨細
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写真図版4 力石II遺跡出土遺物(l) l:i号住 6.7:7号住iO.12.i3川号住

(縮尺不同) 2へ4:2号住 9・。:9号住
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写真図版6力石II遺跡ほか出土遺物(縮尺不同)雷禁岩号黒岩百㌦菩:誤‥前稗沢
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写真図版7 中神四日市ほか出土遺物(縮尺不同)

l-3:中神四日市 6:椛ノ木II 8:間洞II 10:目名市12:久保14:下館銅屋16.i7:中野D

4.5:大桜 7:信田 9:和当地I =:荒田【Il 13:明通II 15:板倉
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